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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和2年5月14日(2020.5.14)

【公開番号】特開2018-171039(P2018-171039A)
【公開日】平成30年11月8日(2018.11.8)
【年通号数】公開・登録公報2018-043
【出願番号】特願2017-72856(P2017-72856)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｍ   1/34     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/02     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  21/17     (2006.01)
   Ｇ０１Ｂ  11/08     (2006.01)
   Ｇ０１Ｂ  11/16     (2006.01)
   Ｇ０１Ｂ  11/24     (2006.01)
   Ｇ０１Ｂ  11/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｍ    1/34     　　　Ｄ
   Ｃ１２Ｑ    1/02     　　　　
   Ｇ０１Ｎ   21/17     　　　Ａ
   Ｇ０１Ｂ   11/08     　　　Ｈ
   Ｇ０１Ｂ   11/16     　　　Ｈ
   Ｇ０１Ｂ   11/24     　　　Ｒ
   Ｇ０１Ｂ   11/00     　　　Ｈ

【手続補正書】
【提出日】令和2年3月31日(2020.3.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受精卵が経時的に撮像された複数の画像に基づき、前記受精卵の形状と、前記受精卵の
ウェル内における位置の少なくとも一方を認識する認識部と、
　前記受精卵の経時的な状態変化と、前記ウェル内に収容された前記受精卵の前記ウェル
に対する経時的な相対位置の変化の少なくとも一方を算出し、前記状態変化に基づく第１
の特徴量と前記相対位置の変化に基づく第２の特徴量の少なくとも一方を算出する特徴量
算出部と、
　を具備する情報処理装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の情報処理装置であって、
　前記特徴量算出部は、前記状態変化として、前記受精卵の形状変化を算出する
　情報処理装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の情報処理装置であって、
　前記特徴量算出部は、前記形状変化として、前記受精卵の径、面積、体積及び真円度の
変化の少なくとも１つを算出する
　情報処理装置。
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【請求項４】
　請求項３に記載の情報処理装置であって、
　前記特徴量算出部は、前記第１の特徴量として、前記受精卵の収縮回数、収縮直径、収
縮速度、収縮時間、収縮間隔、収縮強度及び収縮周波数の少なくとも１つを算出する
　情報処理装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の情報処理装置であって、
　前記特徴量算出部は、前記第２の特徴量として、前記受精卵の中心座標、移動量、運動
量、移動距離、移動速度、移動加速度及び移動軌跡の少なくとも１つを算出する
　情報処理装置。
【請求項６】
　請求項２に記載の情報処理装置であって、
　前記第１の特徴量と前記第２の特徴量の少なくとも一方に基づき、前記受精卵の品質を
判定する判定部をさらに具備する
　情報処理装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の情報処理装置であって、
　前記判定部は、前記第１の特徴量と前記第２の特徴量の少なくとも一方と、前記画像か
ら評価された前記受精卵の品質情報に基づき、前記受精卵の品質をさらに判定する
　情報処理装置。
【請求項８】
　請求項６に記載の情報処理装置であって、
　前記判定部は、機械学習アルゴリズムに従って、前記受精卵の品質を判定する
　情報処理装置。
【請求項９】
　請求項６に記載の情報処理装置であって、
　前記特徴量算出部は、前記状態変化として、前記受精卵の内部の動き量の変化をさらに
算出する
　情報処理装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載の情報処理装置であって、
　前記判定部は、前記形状変化と前記動き量の変化に基づき、前記受精卵の活動期及び休
止期のいずれか一方又は両方をさらに判定する
　情報処理装置。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の情報処理装置であって、
　前記判定部は、単位時間あたりの前記形状変化がほぼゼロであり、且つ、単位時間あた
りの前記動き量の変化がほぼゼロである前記受精卵の状態を、前記休止期と判定する
　情報処理装置。
【請求項１２】
　請求項１に記載の情報処理装置であって、
　前記状態変化と、前記第１の特徴量と、前記第２の特徴量の少なくとも１つに基づき、
前記受精卵に関するう化率、着床率、妊娠率、受胎率、流産率、産仔体重、出生率及び育
種価の少なくとも１つを算出する予測部をさらに具備する
　情報処理装置。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の情報処理装置であって、
　前記予測部は、機械学習アルゴリズムに従って、前記う化率、前記着床率、前記妊娠率
、前記受胎率、前記流産率、前記産仔体重、前記出生率及び前記育種価の少なくとも１つ
を算出する



(3) JP 2018-171039 A5 2020.5.14

　情報処理装置。
【請求項１４】
　請求項１に記載の情報処理装置であって、
　前記認識部は、前記複数の画像のそれぞれに対して前記受精卵の形状に沿ったマスク領
域を形成し、
　前記特徴量算出部は、一方の前記マスク領域と他方の前記マスク領域間の差分値に基づ
き、前記状態変化と前記相対位置の変化の少なくとも一方を算出する
　情報処理装置。
【請求項１５】
　請求項２に記載の情報処理装置であって、
　前記形状変化に基づき、前記受精卵が撮像される時間が変化するように撮像部及び光源
を制御する撮像制御部をさらに具備する
　情報処理装置。
【請求項１６】
　請求項１に記載の情報処理装置であって、
　前記特徴量算出部は、前記受精卵の透明体の面積、内部細胞割球の面積、内部桑実胚の
面積、内部胚盤胞の面積の少なくとも１つを算出する
　情報処理装置。
【請求項１７】
　請求項６に記載の情報処理装置であって、
　前記判定部は、前記受精卵の透明体の面積、内部細胞割球の面積、内部桑実胚の面積、
内部胚盤胞の面積の少なくとも１つの差分、比率の変化に基づき、前記受精卵のコンパク
ションをさらに判定する
　情報処理装置。
【請求項１８】
　請求項６に記載の情報処理装置であって、
　前記判定部は、前記受精卵の透明体の面積、内部細胞割球の面積の少なくとも１つの差
分、比率の変化に基づき、前記受精卵の卵割時間、細胞割球数、細胞割球の対称性、細胞
割球のフラグメンテーションをさらに判定する
　情報処理装置。
【請求項１９】
　受精卵が経時的に撮像された複数の画像に基づき、前記受精卵の形状と、前記受精卵の
ウェル内における位置の少なくとも一方を認識し、
　前記受精卵の経時的な状態変化と、前記ウェル内に収容された前記受精卵の前記ウェル
に対する経時的な相対位置の変化の少なくとも一方を算出し、前記状態変化に基づく第１
の特徴量と前記相対位置の変化に基づく第２の特徴量の少なくとも一方を算出する
　情報処理方法。
【請求項２０】
　受精卵が経時的に撮像された複数の画像に基づき、前記受精卵の形状と、前記受精卵の
ウェル内における位置の少なくとも一方を認識するステップと、
　前記受精卵の経時的な状態変化と、前記ウェル内に収容された前記受精卵の前記ウェル
に対する経時的な相対位置の変化の少なくとも一方を算出し、前記状態変化に基づく第１
の特徴量と前記相対位置の変化に基づく第２の特徴量の少なくとも一方を算出するステッ
プと
　を情報処理装置に実行させるプログラム。
【請求項２１】
　受精卵を経時的に撮像する撮像部と、
　前記撮像部により撮像された複数の画像を取得する画像取得部と、前記画像に基づき、
前記受精卵の形状と、前記受精卵のウェル内における位置の少なくとも一方を認識する認
識部と、前記受精卵の経時的な状態変化と、前記ウェル内に収容された前記受精卵の前記
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ウェルに対する経時的な相対位置の変化の少なくとも一方を算出し、前記状態変化に基づ
く第１の特徴量と前記相対位置の変化に基づく第２の特徴量の少なくとも一方を算出する
特徴量算出部と、を有する情報処理装置と
　を具備する観察システム。
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